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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2009-188994(P2009-188994A)
【公開日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【年通号数】公開・登録公報2009-033
【出願番号】特願2009-1768(P2009-1768)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  17/18    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の動作モードと他の動作モードとを含む複数の動作モードの中から一つの動作モー
ドを選択する操作を受け付けるモード切替手段と、
　自装置の制御のための情報を表示することができる表示手段と、
　前記モード切替手段で受け付けた操作に応じて、自装置の動作モードを切り替えるよう
制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モードから前記特定の動作モードに切り替える
操作を受け付けたとき、または／および、前記特定の動作モードから前記他の動作モード
に切り替える操作を受け付けたときは、動作モードを切り替える前に、動作モードの切り
替えを許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させ
るよう制御する、撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モード間で動作モードを切り替える操作を受け
付けたときは、前記ユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させることな
く、自装置の動作モードを切り替えるよう制御する、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　ユーザーによる前記動作モードの切り替えを許可する指示を受け付ける受付手段を、さ
らに備え、
　前記制御手段は、
　　前記動作モードの切り替えを許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示
を前記表示手段に表示させた後において、前記受付手段がユーザーの指示を受け付けるま
では、前記モード切替手段の切り替え前の動作モードで動作するよう制御する、請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モードから前記特定の動作モードに切り替える
操作を受け付けたとき、または／および、前記特定のモードから前記他の動作モードに切
り替える操作を受け付けたときは、動作モードの切り替えの前に、動作モードの切り替え
を許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させるが
、動作モードの切り替えを許可しないことについてのユーザーの指示を促すための表示は
前記表示手段に表示させないよう制御する、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が前記特定の動作モードから前記他の動作モードに切り替える操
作を受け付けたときは、動作モードの切替の前に、動作モードの切り替えを許可するかの
ユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させるよう制御し、
　　前記表示手段が前記動作モードの切り替えを許可するかのユーザーの指示を促すため
の表示をしている際に、前記モード切替手段が前記他の動作モードから前記特定の動作モ
ードに切り替える操作を受け付けたときは、前記表示手段に表示させている表示を消すよ
うに制御する、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記特定の動作モードを制御する制御プログラムを記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段から前記制御プログラムを読み出す読み出し手段と、
　前記読み出し手段により読み出された制御プログラムを記憶可能であり、前記第１記憶
手段よりも高速にアクセス可能な第２記憶手段と、をさらに備え、
　前記読み出し手段は、前記制御手段が前記他の動作モードから該特定の動作モードへ切
り替えた際に、前記第１記憶手段から前記制御プログラムを読み出す、請求項１に記載の
撮像装置。
【請求項７】
　前記モード切替手段はダイヤルである、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記特定の動作モードは無線通信モードである、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項９】
　特定の動作モードと他の動作モードとを含む複数の動作モードの中から一つの動作モー
ドを選択する操作を受け付けるモード切替手段と、
　自装置の制御のための情報を表示することができる表示手段と、
　前記モード切替手段で受け付けた操作に応じて、自機器の動作モードを切り替えるよう
制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モードから前記特定の動作モードに切り替える
操作を受け付けたとき、または／および、前記特定の動作モードから前記他の動作モード
に切り替える操作を受け付けたときは、動作モードを切り替える前に、動作モードの切り
替えを許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させ
るよう制御する、電子機器。
【請求項１０】
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モード間で動作モードを切り替える操作を受け
付けたときは、前記ユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させることな
く、自装置の動作モードを切り替えるよう制御する、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１１】
　ユーザーによる前記動作モードの切り替えを許可する指示を受け付ける受付手段を、さ
らに備え、
　前記制御手段は、
　　前記動作モードの切り替えを許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示
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を前記表示手段に表示させた後において、前記受付手段がユーザーの指示を受け付けるま
では、前記モード切替手段の切り替え前の動作モードで動作するよう制御する、請求項９
に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が、前記他の動作モードから前記特定の動作モードに切り替える
操作を受け付けたとき、または／および、前記特定のモードから前記他の動作モードに切
り替える操作を受け付けたときは、動作モードの切り替えの前に、動作モードの切り替え
を許可するかについてのユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させるが
、動作モードの切り替えを許可しないことについてのユーザーの指示を促すための表示は
前記表示手段に表示させないよう制御する、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記制御手段は、
　　前記モード切替手段が前記特定の動作モードから前記他の動作モードに切り替える操
作を受け付けたときは、動作モードの切替の前に、動作モードの切り替えを許可するかの
ユーザーの指示を促すための表示を前記表示手段に表示させるよう制御し、
　　前記表示手段が前記動作モードの切り替えを許可するかのユーザーの指示を促すため
の表示をしている際に、前記モード切替手段が前記他の動作モードから前記特定の動作モ
ードに切り替える操作を受け付けたときは、前記表示手段に表示させている表示を消すよ
うに制御する、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記特定の動作モードを制御する制御プログラムを記憶する第１記憶手段と、
　前記第１記憶手段から前記制御プログラムを読み出す読み出し手段と、
　前記読み出し手段により読み出された制御プログラムを記憶可能であり、前記第１記憶
手段よりも高速にアクセス可能な第２記憶手段と、をさらに備え、
　前記読み出し手段は、前記制御手段が前記他の動作モードから該特定の動作モードへ切
り替えた際に、前記第１記憶手段から前記制御プログラムを読み出す、請求項９に記載の
電子機器。
【請求項１５】
　前記モード切替手段はダイヤルである、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記特定の動作モードは無線通信モードである、請求項９に記載の電子機器。
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